
 

2005 年 7 月 28 日 

          
茨城工場長 野本英洋 

件名：弊社製品のアスベスト使用状況について(報告) 

 

拝啓 貴社益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

毎々格別のご愛顧を賜り有難く厚く御礼申し上げます。 

 さて、標記の件につきまして現在社会問題となっておりますアスベストによる悪性中皮腫問題に関連し、弊社製品の品質

安全につ いて確認しましたところ、一部製品に使用しており、その内容と対応策につきましてご報告致します。 

今後とも宜しくお引き立て下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 

記 

 

使用機種 

下記、表示灯用直付抵抗器 SR-24,SR-28形、及び 耐火表示灯のパッキンに緩衝材などの目的で使用しています。 

集合表示灯 

*KFR-27F,27H,27V □dx□r形 

*KFR-37F,37H,37V □dx□r形 

*KFR-50F,50H □dx□r形 

角形表示灯 

*KR-88H,N形 

*KR-337形 

*KR-345M,B,C形 

*KR-357形 

 

(廃止品↓) 

*KR-88B,MB形 

*KR-98B形 

*KR-1055形 

耐火･耐熱表示灯 

*KP-251K形(K2形) 

*KP-301K形(K2形) 

*KT-250K形(K2形) 

*KT-300K形(K2形) 

  注記：上記機種以外の弊社製品には､アスベストを一切使用していません。 

使用個所 

抵抗器と絶縁材の間にあるパッキン(緩衝材･断熱材)に使用 

 

レンズ内部 

   

耐火表示灯のパッキン(緩衝材)に使用 

 

使用時期 

表示灯用抵抗器(SR-24,28)：1977年～2005年 8月 

耐火・耐熱表示灯：1978年 4月頃～2005年 6月 

対 応 策 

変更内容 ：代替品であるノンアスベストシートに変更 

変更時期 ： 

表示灯・集合表示灯は、8月 21日以降出荷分に適用(尚､可能な限り前倒し実施)します。 

耐火表示灯は、7月 1日以降出荷分から適用済(尚､K2形は K形に統合し廃止)です。 

以上 

お得意様各位


